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UTP14A

UTP14A; SDCCAG16; U3 small nucleolar RNA-associated protein 14 homolog A; Antigen NY-
CO-16; Serologically defined colon cancer antigen 16
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ウリジン三リン酸14ファミリーのメンバーをコードしています。U3核小体RNAに結合する大きなリボ核タンパク質複合体の必須構成要素として、コードされているタンパク質はリボソーム生合成および18S rRNA合成に関与しています。このX連鎖遺伝子の常染色体レトロトランスポゾンコピーは13番染色体上にあります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2009年10月],機能：リボソーム生合成に必要となる可能性があります。,その他：ヒトゲノムには、このX連鎖遺伝子の常染色体レトロトランスポゾンコピーであるUTP14C遺伝子も含まれています。 X連鎖祖先からの常染色体レトロ遺伝子の進化は、男性の減数分裂中のX染色体サイレンシングを補う。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性:UTP14ファミリーに属する。,組織特異性:普遍的に発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	UTP14A抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	UTP14A 抗体を使用した 293 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	UTP14Aポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

